
Science, Technology and Society Team
Osamu Sakura
科学技術と社会チーム 佐倉 統

FY2023/2023年度

図1 ユーザ要求事項抽出のフレームワーク
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表彰
・福住︓情報処理学会情報規格調査会国際規格開発賞（ISO/IEC 25019: 2023, 

Systems and software engineering -Systems and software Quality 
Requirements and Evaluation (SQuaRE) - Quality-in-use model.

⽬標︓AIの “usability” を⾼める
──⼈間中⼼AIのための開発プロセスと⽂化的特性──

2023年度の成果

(1)⼈間⼯学的アプローチである従来の⼈間中⼼設計プ
ロセスと昨年度までに開発したソフトウェアエンジ
ニアリング的アプローチである利⽤時品質モデルを
融合させ、多様なステークホルダニーズに基づいた
ユーザ要求事項を抽出するフレームワークを作成

ソフトウェア品質関連アプローチ
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報告書
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図2 ユーザ要求事項を明確化する⼿順

(2)前記ユーザ要求事項抽出に向けた事前のユーザ要求
を明確化⼿法を⼿順化

※成果の書籍化[2]及び、デジタル庁のシステム開
発標準ガイドラインへの組み込みを提案中

(3)AIを取り巻く⽂化的要因の実態と重要性の解明

(4)成果の社会的発信︓新聞などのメディアおよびウェ
ブサイトで⼀般向けに成果を発信

図3 AI規制の3タイプ[7]


